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道志村村民憲章
　私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは、
　一、自然を愛し、平和な村をつくります。
　一、生産に励み豊かな村をつくります。
　一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
　　　をつくります。
　一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
　　　をつくります。
　一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

清らかな水を届ける
100 年の森

未来につなぐ

道志村と横浜市の絆

春の五感の集い♪森の音楽会♪ 

さわやかな新緑の中、

美しい音楽に心癒されました
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消費喚起と村内流通・サービス産業の活性化を目的として、昨年実施した
プレミアム付き商品券事業を今年も次のとおり実施します。

今年もやります！
付き商品券

平成 28年 7月中旬
（時間未定、詳細は来月号広報または告知端末にてお知らせします）

道志村商工会

平成 28 年 7月中旬～ 12 月末（予定）

500 円券 13 枚綴り（6,500 円分）を 5,000 円で販売

村内者・村外者　どなたでも購入頂けます

1人 30,000 円（6セット）まで

村内の登録店のみで利用可能

購入者へのアンケートの結果、商品券総額のうち 31％を超える額が「商品券の購入がきっかけで新
たに購入」もしくは「商品券での支払いに合わせて追加支出した現金」となり、約 4,000,000 円が
本事業により消費喚起されました。アンケートに回答して頂いたみなさまありがとうございました。

平成 27 年度プレミアム付き商品券実施結果報告

・利用期間　平成 27年 8月 7日～平成 28年 1月 31 日
・1,000 セット（500 円券× 26 枚綴り）完売

問い合わせ　役場　ふるさと創生推進室　☎ 52-2114

発 売予定日

販 売 場 所

利 用 期 間
セット内容
購入対象者
購入限度額
利用可能店舗

昨年の商品券

昨年は 10,000 円

からの購入でしたが

今年は 5,000 円から

購入できお求めやすく

なりました。
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プレミアム付き商品券が使える
村内事業者を募集しています

応募要件　　村内に店舗、事業所のある事業者

申込方法　　「取扱店登録申込書」に必要事項を記入の上、役場ふるさと創生推進室へ提出
　　　　　　　してください。申込書は役場ロビー、やまゆりセンターカウンターにあります。
　　　　　　　また、道志村ＨＰからもダウンロードできますのでご利用ください。

申込期間　　平成 28年 6月 1日～ 6月 21 日まで

利用できる商品・サービス
・食料品、日用雑貨など
・ガソリン・灯油など
・飲食代
・車や家の修理
・理容・美容
・農業用品

利用できない商品・サービス
・土地の購入や家賃支払い
・切手、官製はがきなど
・たばこ
・事業に要する資材等の調達
・公共料金

店名 サービス・業種
1 花水木 飲食店
2 佐藤石油店 ガソリンスタンド
3 長田美容室 美容室
4 よろずや 小売業
5 有限会社スギモトデンキ その他サービス業(家電関係)
6 ドライブイン道志宿 飲食店
7 旅館大原荘 飲食店・宿泊施設
8 HORO　HORO 飲食店
9 にいつ商店 小売業
10 ドライブインせせらぎ 飲食店
11 朝日屋 小売業
12 ヤマザキショップ道志白井平店 小売業
13 池谷美容室 美容室
14 山荘水之元 宿泊施設・キャンプ場
15 やまびこ 飲食店
16 東上理容室 理容室
17 出羽モータース その他サービス業(自動車関係)
18 道志の湯 温泉施設
19 道の駅どうし その他サービス業
20 北海屋商店 小売業
21 佐藤製パン その他サービス業(酒まんじゅう)
22 理容松岡 理容室
23 和出村農産物直売所（MATOBA）その他サービス業（農産物、軽食）
24 クレイン農業協同組合道志店 その他サービス業（農業用資材等）

店名 サービス・業種
25 つみ草屋 その他サービス業（野草加工品）
26 三光石油サービス㈲ ガソリンスタンド
27 みなもと体験館　道志・久保分校 体験施設
28 もっくん 小売業（木工品）
29 道志川温泉紅椿の湯 温泉施設
30 与里道 飲食店
31 藤いち（そば・やきとり） 飲食店
32 北の勢堂 飲食店・宿泊施設
33 民宿　椿荘 飲食店・宿泊施設・キャンプ場
34 花椿美容室 美容室
35 松葉荘 飲食店・宿泊施設
36 湯川屋 飲食店・宿泊施設・キャンプ場
37 レスト　リブレ 飲食店・宿泊施設・キャンプ場
38 ㈲平賀興業 建設業
39 椿キャンプ場 キャンプ場
40 九割そば 飲食店
41 ㈲池谷オートサービス その他サービス業(自動車関係)
42 佐藤商店 小売業
43 佐藤モータース その他サービス業(自動車関係)
44 ㈲佐藤設備 水道工事業
45 佐藤商店 小売業
46 デワ TV 電工 その他サービス業(家電関係)
47 道志村漁協フィッシングセンター 体験施設

昨年度の登録事業者 昨年度登録いただいた店舗もあらためて登録申請をお願いします。
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佐藤　　進（さとう　すすむ）　　　　新　　54歳　　　釜 之 前
菅谷　政文（すがや　まさふみ）　　　新　　67歳　　　東和出村
杉本　孝正（すぎもと　たかまさ）　　新　　59歳　　　下善之木
大田　博文（おおた　ひろふみ）　　　現　　63歳　　　馬 場
佐藤　長久（さとう　ながひさ）　　　新　　72歳　　　野 原
佐藤　和彦（さとう　かずひこ）　　　新　　60歳　　　川 原 畑
佐藤　一仁（さとう　かずひと）　　　元　　66歳　　　馬 場
池谷　高明（いけや　たかあき）　　　現　　61歳　　　下善之木
山口　博康（やまぐち　ひろやす）　　現　　66歳　　　中 神 地
出羽　和平（でわ　かずとし）　　　　現　　67歳　　　久保・笹久根

道志村議会議員一般選挙当選証書付与式が
行われました
　任期満了に伴う道志村議会議員一般選挙が 4月 19 日に告示、4月 24 日投開票の結果、現職 4名、
元職 1名、新人 5名が当選となりました。4月 25日には、当選証書付与式が行われ、出羽公昭選挙管
理委員長より当選証書が付与されました。新議員の任期は 5月 13日から 4年間となっており、住民の
代表として様々な場面での活躍が期待されます。
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緑と清流と歴史の郷　道志村フォトコンテスト 2016

平成28年は、大正5年に横浜市が道志村の水源林を取得してから100年となる記念すべき年です。
　これを記念し、平成 28年度は、道志村の豊かな自然環境を守り育てていくパートナーである横浜
市と共催により、フォトコンテストを開催いたします！！

1．テーマ
「緑と清流と歴史の郷　道志村フォトコンテスト 2016
～横浜市水源林取得 100 年「道志村×横浜」友好交流記念～」 

2．募集内容
道志村と横浜市の友好交流の証である「水」をテーマに、道志村の
四季折々の自然の美しさや、清流「道志川」を中心とした水源地道
志村の魅力あふれる写真を募集します。その他、道志村の景勝地、
農村風景など一般部門 ( 高校生以上 )・ジュニア部門（中学生以下）・
ポスター部門の３部門により、募集いたします。
※賞などの詳しい情報は、後日ＨＰ等に掲載いたします。

3．募集期間
　  平成 28年 7月 1日（金）～ 11月 30日 ( 水 ) まで
  　※募集期間終了後、「道志村フォトコンテスト審査委員会」において、
　  審査を行い、２月頃に結果を発表予定。
4．問い合わせ
　  役場産業振興課　☎  52-2114
  　道志村観光ホームページＵＲＬ　http://doshi-kanko.jp/

道志水源林 100 年記念ポストカードが完成しました

　道志水源林 100 年を記念して、村ではポストカードを作成しました。道志村を上空から撮影した
写真を２パターン使用して作ったポストカードは、ＡＲ対応になっており、タブレットやスマートフォ
ンをかざすと動画を見ることができる仕様となっています。
　動画は、昨年度制作した道志村観光ＤＶＤのダイジェスト版で、村の美しい風景や歴史ある文化が
映し出されます。多くの方に手に取っていただき、道志村を知ってもらうきっかけになることを期待
します。

タブレットやスマートフォンで COCOAR2
（ココアル 2）というアプリをダウンロード
して動画をご覧頂けます。
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・所得割軽減
　基礎控除額 33 万円控除後の総所得金額が 58 万円以下の方は、所得割を 5割軽減します。
・被用者保険の被扶養者に対する 9割軽減
被用者保険の被扶養者であった方は、均等割が 9割軽減され、所得割は課せられません。

 保険料の納付方法

納付方法には、特別徴収（年金からの引き落とし）と普通徴収（納付書等により金融機関などで直
接納める）の方法があります。
年度途中で誕生日（6月以降）を迎える方や転入してきた方は年金からの引き落としの手続きが整
うまで普通徴収の方法により納めていただくこととなります。

・特別徴収の場合
老齢・退職年金、遺族年金、障害年金等の受給額が年額 18 万円以上の方であり、介護保険料との
合算額が年金受給額の 1/2 以下である場合、年間確定保険料額から仮徴収額を控除した額を本徴収
として年金から引き落としとなります。

仮徴収 本徴収

4月 6月 8月 10 月 12 月 2月

前年度の 2月時の保険料 ( 特別徴収された額 )
の金額が、仮徴収額となります。

平成 27 年中の収入により確定し、【確定した年
間保険料額－仮徴収分】を本徴収となります。

　※特別徴収は申出により普通徴収に変更することができます。
　※年度途中で保険料に変更等があった場合は徴収方法が昨年と変更されています。詳しくは各自郵　
　　送される通知をご覧ください。
・普通徴収の場合
　年間確定保険料額を算定後、7月から翌年 2月までの年 8回（8期）で納めていただきます。
　普通徴収の納付は、納付書で金融機関等において直接納めていただくか、口座振替をご利用できま
　す。口座振替を選択された方は、残高不足で振替不能にならないよう注意してください。
また、各納期限までに納付がない場合は、翌月 20 日頃に督促状がお手元に届きますので、ご了承
ください。

 保険料決定通知の発送時期

　普通徴収の方は、7月中旬に通知いたします。（口座振替依頼書を同封）
特別徴収の方は、8月下旬に通知いたします。

保険料率が決まりました

ご不明な点等ございましたら…住民健康課　☎ 52-2113 まで
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 平成 28・29 年度の保険料率

　後期高齢者医療制度は、2年ごとに保険料率を見直すこととされています。このたび平成 28・29
年度の保険料率を据え置くことに決定しました。剰余金等を活用することで、保険料上昇の抑制を図っ
ています。

平成 28・29 年度

均等割額 40,490 円

所得割率 7.86％

 保険料の算定

　保険料は、被保険者全員に等しく負担していただく「被保険者均等割額」と、所得に応じて負担し
ていただく「所得割額」を合計して、保険者個人ごとに算定します。

一人あたりの
年間保険料 ＝ 均等割額 + 所得割額

（賦課基準額×所得割額）

　平成 28 年度の後期高齢者医療保険料は、前年（平成 27 年）中の年金や給与・農業・不動産といっ
た収入に基づいて決定されます。

 保険料の軽減

　平成 28 年度の保険料の軽減は下記のとおりです。平成 28 年度から均等割 5割軽減と 2割軽減の
対象は拡大されています。

・均等割軽減（均等割額 40,490 円）
　同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等に応じて軽減されます。

軽減割合 判定方法 軽減額 軽減後
均等割額

9割軽減 基礎控除額 33 万円を超えない世帯で、被保険者全員が
年金収入 80 万円以下（その他の所得がない）の世帯 36,441 円 4,049 円

8.5 割軽減 基礎控除額 33 万円を超えない世帯 34,416 円 6,074 円

5 割軽減 「基礎控除額 33 万円 +26.5 万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯 20,245 円 20,245 円

2 割軽減 「基礎控除額 33 万円 +48 万円×世帯の被保険者数」を
超えない世帯 8,098 円 32,392 円

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 の

※公的年金を受給されている方は、均等割軽減判定時に 15 万円が控除されます。
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産前産後ケアセンター OPEN ！

　子育ての心配や産後の疲れたお母さんの心と体に寄り添いながら、お母さんが自信をもって（明る
い気持ちで）子育てができるようサポートする施設が山梨県にオープンしました。

●宿泊型産後ケアとは

　出産後の不安を解消するため、宿泊を通じて出産から 4ヶ月後までのお母さん方の身体と心を休
められる場と時間を提供する施設です。滞在中は助産師ら専門家に相談したり、育児の方法について
直接アドバイスを受けられます。

●利用対象

　山梨県内在住者で、原則として産後 4か月までの母と子
　※自己負担（1泊 6,100 円）を支払うことができ、市町村民税等の滞納のない方
　※医療的な処置が必要な場合の方は利用できない場合もあります。

●事業内容

　利用者の心身の状況をみながら、4日間程度の滞在中に以下の支援を行います。
　・母体のケア 　・沐浴、授乳や抱き方などの育児指導 　・母親同士の交流機会の提供 
　・子育て支援情報の提供

●利用料金

　利用者負担 6,100 円（1泊 2食）
　※定額は、33,900 円ですが、差額は山梨県と道志村が助成します。
　※利 用料以外に昼食代 900 円がかかります。

●実施施設

健康科学大学産前産後ケアセンター
〒 409-0036 笛吹市石和町窪中島 587-112
TEL/FAX055-268-3575（土日祝日を除く）

　妊娠中からの不安や産後の体調のこと、子育てに関するさまざまなことに助産師が対応いたします。
　ご家族からの相談も受け付けます。夜になると心配や不安が強くなることもあるのではないでしょ
うか、なんでもご相談ください。
　上記事業以外にも、産前産後のお母さんをサポートする事業が実施されています。詳細は、健康科
学大学産前産後ケアセンターまたは住民健康課（☎  52-2113）までお問い合わせ下さい。

【宿泊型産後ケア事業】　※山梨県・道志村助成事業

【産前産後電話相談事業】　　　☎ 055－ 269－ 8110　※ 24 時間 365 日
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　５月 23日（月）、山梨赤十字病院において、「妊産婦に対する
出場に関する覚書」の調印式が行われました。この調印により、
妊産婦が自宅などで急きょ出産を余儀なくされた場合における、
母体の弛緩出血や新生児の低体温など、母子の生命に直接かかわ
る事態に対し、都留市消防本部の救急車両等により、山梨赤十字
病院の医師を直接現場に搬送することで、緊急を要する妊産婦に
対して、その場で迅速な処置が可能となる救急医療体制を整備す
ることができます。
　都留市や道志村などで妊産婦の皆さまが安心して出産にむかえ
る環境整備が一歩前進しました。

現在母子手帳を配布した 7名を対象に、3回コー
スで開催し、延べ 17名の参加がありました。
1回目は食事、2回目は運動、3回目は安心して
出産するための準備や入院の時期等について具体的
に学びました。
どの回も和気あいあいと楽しそうに行われ、お
互いの情報交換をしながら仲間づくりも出来まし
た。最終日には修了証書と文集を参加者に配布し
ました。
今後は「つぼみっこくらぶ」への参加をし、楽し
く妊娠期を過ごしていただきたいと思います。お疲
れ様でした！！

妊産婦の緊急対応が一歩前進しました

今年度　第 1 回母親
学級が終了しました

安心して出産するために
〜妊産婦さん対象の事業を紹介します〜
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平成 28 年度　小学校夏休み休暇中の
道志村学童保育所の入所児童を募集します！

住民健康課

☎ 52-2113

くらしの情報　〈村から〉

１. 学童保育とは
　　両親が労働している児童の放課後や学校休業日を保護者に代わって保育することをいいます。
２. 入所対象児童及び定員
　　小学校 1年生～小学校 6年生　40名程度
３. 入所基準
　　①保護者が家庭外で労働している家庭の児童　②保護者が家庭内で児童と離れて労働している家
　　庭の児童　③保護者のいない家庭の児童　④保護者が出産直前直後や病気等で児童の保育ができ
　　ない家庭の児童　⑤家庭に介護や看護しなければならない家族がいる家庭の児童　⑥火災や地震
　　などの不幸があり、児童の保育ができない家庭の児童
４. 開所場所　  集いの家（馬場）
５. 開所日　平成 28年 7月 21日（木）～ 8月 19日（金）
　              　・夏休み期間中…8時 30分～ 18時 00分（延長保育あり）
６. 休所日　土・日・祝日・お盆休み（8月 13日～ 16日）
７. 保育料（夏休みのみ入所する児童の方）
　　月額4,000円（別途、おやつ代がかかります。）※通年入所児童は保育料・おやつ代は変わりません。
８. 注意事項
　　・低学年を優先的に入所させていただきます。・通年入所している児童は再申請する必要はござ
　　いません。・通年入所している児童も長期休暇が利用できるとは限りません。
９. 申請期間　平成 28年 6月 1日（水）～ 6月 17日（金）
※ 7月 1日頃に入所許可書を送付させていただきます。
※申請書類一式は、住民健康課にてお渡しします。

児童手当とは 住民健康課

☎ 52-2113

１．目　的　児童手当制度は、児童を養育している人に手当を支給することにより、家庭における生　
　　　　　　活の安定と、　次代の社会を担う児童の健全な育成及び資質の向上を目的としています。
２．支給対象　中学校修了前（15歳到達後最初の 3月 31日）までの子どもを養育している方
 　　　　　   ※公務員の方は勤務先へ申請してください。 

 区　分 月　額

 0 歳から 3歳未満 15,000 円

 3 歳から小学校修了前
 第 1子、第 2子※ 10,000 円

 第 3 子以降※ 15,000 円

 中学校終了前 10,000 円

 所得制限以上（特例給付） 5,000 円

（※ 18 歳に達する日以後の最初の 3月 31 日まで
の間にある養育するお子さんの中で、年長者から
順に数えます。）

2月 10,11,12,1 月分

6月 2,3,4,5 月分

10 月 6,7,8,9 月分

●支給額 ●支給時期
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スポーツプラザ屋内プール監視員募集

児童手当の現況届を提出してください

教育委員会

☎ 52-1020

住民健康課

☎ 52-2113

くらしの情報　〈村から〉

★受付期間　6月 30日（木）まで
★現況届に必要な添付書類 
　　　　　　・受給者（父親や母親）の健康保険被保険者証又は年金加入証明書
　　　　　　　（請求者が被用者（サラリーマンなど）である場合に提出）
　　　　　　・前住所地の市区町村長が発行する児童手当用所得証明書
　　　　　　　（その年の１月１日に道志村に住所がなかった場合に提出）
　　　　　　・その他、必要に応じて提出する書類があります
★注意事項　毎年６月に「現況届」を提出していただいています。この提出がないと引き続き受給資
格があっても、６月分以降の児童手当が一時支給停止されます。

子育て支援員研修の開催について（受講受付中） 住民健康課

☎ 52-2113

１．目　　的　地域において子育て支援に関心を持ち、子育て支援分野への従事を希望する方に対し、
　　　　　　　必要な知識と技能を習得するための研修制度が創設されました。
２．対 象 者　山梨県内に在住または在勤（保育や子育て支援分野）の方で、県内において保育や子
　　　　　　　育て支援分野に従事することを希望する方及び既に従事している方。 
３．研修内容　・地域保育コース
　　　　　　　　日程　8月 18日（木）～ 10月 4日（基本研修 2日、専門研修 6日）
　　　　　　　・地域子育て支援コース
　　　　　　　　日程　8月18日（木）～11月下旬（基本研修2日、事前学習、専門研修1日、見学実習）
　　　　　　　　　※上記の要件に加え、「地域子育て支援拠点等施設において３年または 1,300 時
　　　　　　　　　　間程度の実務経験者及びそれに準ずる者」が要件です。
　　　　　　　・参加費無料（昼食等自己負担あり）
４．申込期間　5月 30日（月）～６月 24日（金）

　教育委員会では屋内プールの監視員を次のとおり募集いたします。
・ 勤務時間　9時～ 18時までの間
・ 管理業務　プール監視業務・施設利用の管理・来館者の案内・その他管理に必要なこと
・ 賃　　金　一　般【時給】820 円　大学生【時給】790 円
　　　　　高校生【時給】760 円　シルバー【時給】750 円

・ 勤務開始　7月 2日（土）から
・ 募集人員　6名
・ 募集資格　男女・年齢は問いません。
・ 募集期間　平成 28年 6月 24日（金）まで
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くらしの情報　〈その他〉
●
「
や
ま
な
し
・
し
ご
と
・
プ
ラ
ザ

サ
テ
ラ
イ
ト
」
オ
ー
プ
ン
！

　

こ
の
春
、
子
育
て
中
の
方
と
若
者
を
対

象
と
し
た
就
労
支
援
施
設
が
富
士
山
駅
ビ

ル
（
Ｑ

－

Ｓ
Ｔ
Ａ
）
３
階
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

就
職
や
子
育
て
に
関
し
て
、
相
談
か
ら

職
業
紹
介
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

い
、
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
よ
る
相
談
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
の
検
索
、
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

子
供
用
の
遊
び
場（
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
）

も
あ
り
ま
す
の
で
、
育
児
中
の
お
母
さ
ん

も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
場
所
：
富
士
山
駅
ビ
ル
（
Ｑ

－

Ｓ
Ｔ
Ａ
）

３
階

・
利
用
時
間
：
月
曜
日
〜
金
曜
日
／
10
時

〜
18
時
30
分
（
求
人
検
索
、
職
業
紹
介
は

17
時
15
分
ま
で
）  

土
曜
日
／
13
時
〜
17

時
00
分
（
求
人
検
索
、
職
業
紹
介
は
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
）  

休
業
日
／
日
曜
日
、

祝
日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日

・
問
い
合
わ
せ
：（
求
人
検
索
・
職
業
相
談
・

紹
介
）
０
５
５
５

－

24

－

８
６
０
９

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
相
談
）

０
５
５
５

－

72

－

８
８
０
３

●
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談　

　

土
地
境
界
の
専
門
家
「
土
地
家
屋
調
査

士
」
と
法
律
の
専
門
家
「
弁
護
士
」
が
協

力
し
て
皆
様
の
ご
相
談
に
、
公
正
・
迅
速
・

円
満
な
形
で
問
題
の
解
決
を
目
指
す
よ
う

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
相
談
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
予
約
を
し
て

か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
境
界
で
お
困
り

の
方
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
：
境
界
問
題
相
談
セ
ン

タ
ー
や
ま
な
し　

☎
０
５
５

－

２
２
５

－

３
７
３
７

●
薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

近
年
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物

乱
用
を
め
ぐ
る
事
件
が
相
次
ぎ
、
危
険
ド

ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
も
乱
用
問
題
が
急
速
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
薬
物
乱
用
と
は
、
薬

物
を
本
来
の
医
療
目
的
か
ら
逸
脱
し
た
方

法
で
使
用
又
は
医
療
目
的
で
は
な
く
不
正

に
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

覚
せ
い
剤
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
合
成
麻
薬
、

大
麻
等
は
法
律
に
よ
っ
て
所
持
、
販
売
、

生
産
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
薬
物
で
す
。
ま

た
、
違
法
薬
物
の
使
用
は
、
例
え
１
回
だ

け
で
も
「
乱
用
」
に
な
る
と
と
も
に
、
法

律
で
「
犯
罪
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
法
薬
物
の
使
用
に
は
依
存
性
が
あ

り
、
本
人
の
脳
や
体
を
破
壊
し
、
使
用
す

る
前
の
体
に
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
大
切
な
家
族
の
人
生
に
ま
で
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
自
分
自
身
の
た
め

に
、
大
切
な
人
の
た
め
に
違
法
薬
物
を
拒

絶
す
る
強
い
意
志
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。　

　

国
及
び
県
で
は
、
新
国
連
薬
物
乱
用
根

絶
宣
言
の
支
援
事
業
と
し
て
、
6
月
20
日

か
ら
7
月
19
日
ま
で
の
１
箇
月
間「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
理
解

す
る
と
と
も
に
、
身
近
な
人
の
薬
物
乱
用

に
気
付
い
た
と
き
は
、
勇
気
を
も
っ
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
：
衛
生
課
０
５
５
５

－

24

－

９
０
３
３

●
平
成
28
年
６
月
に
富
士
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

世
界
遺
産
で
あ
る
富
士
山
に
関
す
る
情

報
発
信
拠
点
と
し
て
、
平
成
28
年
６
月
22

日
に
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
地
域
住
民
の

皆
様
や
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
皆

様
に
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
価

値
を
分
か
り
や
す
く
印
象
的
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
保
全
活
動
や
調
査
研
究
の
中
心

的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
富
士
山
の
新
た
な
魅
力
の
発

見
や
感
動
を
提
供
す
る
富
士
山
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
に
ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ
き
、「
富

士
山
」
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

・
観
覧
料
：
大
人
４
２
０
円
（
団
体

３
３
０
円
）、
大
学
生
２
１
０
円
（
団
体

１
７
０
円
）、
高
校
生
以
下
無
料

・
Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.fujisan-w

hc.jp/

・
問
い
合
わ
せ
：
県
立
富
士
山
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
☎
０
５
５
５

－

72

－

２
３
１
４

●
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

　

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
の
事
案
や

家
庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
事
案
は
、

依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
全
国
一

斉
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

・
実
施
機
関 

：
甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山

梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

・
期
間 

：
6
月
27
日
（
月
）
か
ら
7
月
3

　

日
（
日
）
ま
で
の
7
日
間
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くらしの情報　〈その他〉
・
時
間 

：
8
時
30
分
〜
19
時

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
：
10
時
〜
17
時
）

・
電
話 
：
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０　

＊
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

＊
甲
府
地
方
法
務
局
職
員
及
び
山
梨
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
の
「
子
ど
も
人
権
委

員
会
」
の
委
員
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
で
き
る

人
権
擁
護
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

●
夏
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も

不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。専
門
の
教
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
日
時
：
平
成
28
年
7
月
10
日
（
日
）
〜

7
月
12
日
（
火
）
9
時
か
ら
17
時
ま
で

・
場
所
：
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野

１
０
０
９
）

・
対
象
：
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

・
相
談
内
容
：「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
の
相
談
な
ど

・
申
し
込
み
方
法
：
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
：
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と

こ
と
ば
の
相
談
セ
ン
タ
ー
」
☎
０
５
５
３

－

22

－

１
３
７
８

●
戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を

訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
費
用
は
、
参
加

費
と
し
て
10
万
円
に
な
り
ま
す
。

【
実
施
地
域
】（
広
域
地
域
）
①
旧
満
州　

②
旧
ソ
連　

③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

④

マ
リ
ア
ナ
諸
島　

⑤
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ

諸
島　

⑥
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
１
次
）　

⑦
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島　

⑧
フ
ィ
リ

ピ
ン
（
１
次
）　

⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島　

⑩

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
１
次
）　

⑪
台
湾
・
バ
シ
ー

海
峡　

⑫
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
２
次
）　

⑬
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
２
次
）　

⑭
フ
ィ
リ
ピ

ン
（
２
次
）　

⑮
中
国
（
特
定
地
域
）
①

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

②
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島　

③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

・
問
い
合
わ
せ
：
日
本
遺
族
会
事
務
局　

☎
03

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

６
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

◎
乳
児
期
か
ら
よ
い
食
事
で
健
康
づ
く
り
！

　
　
離
乳
食
作
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

日
時　
　

６
月
９
日
（
木
）
10
時
〜
13
時

場
所　
　

善
之
木
コ
ミ
セ
ン
「
い
こ
い
」

講
師　
　

栄
養
士　

古
谷
け
い
子

内
容　
　
「
離
乳
食
・
幼
児
の
食
事
づ
く
り
」

＊
調
理
実
習
を
し
、
具
体
的
な
方
法
を
習

得
し
ま
し
ょ
う
。
作
っ
た
後
は
み
ん
な
で

楽
し
く
食
べ
な
が
ら
交
流
致
し
ま
す
。

◎
乳
幼
児
事
故
予
防
・
健
康
教
室
！

日
時　
　

６
月
９
日
（
木
）
13
時
〜
15
時

内
容　
　
①
診
療
所
医
師
に
よ
る
予
防
接
種
の
話

　
　
　
　
②
救
急
救
命
士
に
よ
る
講
義
・
実
習

◎
親
子
の
絆
を
強
め
、

　
　
自
然
な
運
動
発
達
を
促
し
ま
す
！

日
時　
　

６
月
23
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

場
所　
　

善
之
木
コ
ミ
セ
ン
「
い
こ
い
」

講
師　
　

運
動
士　

石
倉
秀
子

内
容　
　

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス

＊
村
内
の
お
母
さ
ん
達
で
楽
し
く
交
流
し

ま
し
ょ
う
。
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
願

い
し
て
あ
り
ま
す
。

マ
マ
友
作
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
保
育
所
入
所
前
か
ら
他
の
子
ど
も
と

遊
ば
せ
、
集
団
生
活
の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

住
民
健
康
課　

☎
52

－

２
１
１
３

　

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲

や
童
謡
な
ど
心
懐
か
し
い
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

◎
日
程

２
日
（
木
）、
３
日
（
金
）、
８
日
（
水
）、
10
日
（
金
）、
13
日
（
月
）、

14
日
（
火
）、
22
日
（
水
）、
23
日
（
木
）、
27
日
（
月
）、
28
日
（
火
）

毎
月
10
回
※
14
時
〜
15
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
：
住
民
健
康
課　

☎
52
―
２
１
１
３　

６月の「歌の会」♪♬



平成 28年 6月１日（14）

５
月
末
で
道
志
村
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
任
期
が
終
わ
り
ま
し

た
。
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
３
年
間
で

と
て
も
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
助
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
こ
の
３
年
間
で
得
た
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
今
後
も
自
分

の
目
指
す
方
向
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

言
葉
で
は
感
謝
を
表
現
で
き
な
い
程

お
世
話
に
な
り
ま
し
が
、
最
後
に
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

道
志
村
は
第
二
の
故
郷
で
す
。

６
月
19
日
（
日
）
都
留
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
は
た
ら
く
馬
協
会
）
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
道
志
村
に
馬
耕
が
復
活

し
ま
す
！

　

こ
れ
は
単
な
る
懐
古
趣
味
で
は
な
く
、

化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
と
い
う
点
で
古
く

て
新
し
い
耕
う
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
任
期
中
に

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
最
後
の

テ
ー
マ
で
す
。

　

か
つ
て
馬
を
飼
い
、
馬
耕
を
行
っ
て
い

た
方
も
、
ま
だ
馬
耕
を
一
度
も
見
た
こ
と

が
な
い
お
子
さ
ん
た
ち
に
も
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
。

み
る
べ
ぇ
〜
　

地
域
お
こ
し
協
力

隊

37

ブログで日々の活動を報告しています。こちらもぜひご覧ください。　http://www.doshi-okoshi.com

（
千
々
輪
岳
史
）

（
井
口
陽
介
）

（
鳥
澤
拡
太
）

（
七
瀧
佳
至
）

（
抱
井
昌
史
）

道
志
村
に
移
住
し
て

あ
っ
と
い
う
間
に

一
か
月
半
が
経
ち
ま
し
た
。
初
め
て

マ
メ
ト
ラ
や
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
使
い
畑

作
業
を
し
ま
し
た
。
機
械
の
操
作
に
慣
れ

る
ま
で
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、
操
作
に

慣
れ
て
く
る
と
楽
し
く
畑
作
業
が
楽
し

く
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
空
気
も

景
色
も
水
も
綺
麗
で
、
な
お
か
つ
静
か
な

場
所
で
畑
作
業
を
す
る
と
す
ご
く
気
持

ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。
や
ぐ
ら
沢
の
栗
の

木
が
１
本
立
っ
て
い
る
畑
を
耕
作
し
て

ま
す
の
で
、
見
か
け
ま
し
た
ら
気
軽
に
お

声
か
け
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

道
志
に
来
て
一
か

月
が
た
ち
、
少
し

ず
つ
山
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
娘
も
無
事
に
産
ま
れ
、
家
族
揃
っ

て
の
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　

協
力
隊
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
横

浜
の
水
源
林
間
伐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に 

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
農
業
用
機

械
の
扱
い
を
学
ん
だ
り
、
畑
を
借
り
て 

作
物
の
栽
培
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
村
内
の
色
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

協
力
隊
と
し
て
一
ヶ
月
半
が
経
ち
ま
し
た
。
４
月
上
旬
は
マ
ル
チ
張

り
や
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
練
習
、
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
や
味
噌
加

工
場
の
見
学
、水
道
局
の
間
伐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

漁
協
の
ヤ
マ
メ
の
放
流
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月
の
後
半
か
ら

は
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
や
、
畑
の
耕
耘
な
ど
を
し
て
茄
子
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
付
け
の

準
備
を
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
の
一
ヶ
月
半
は
、
道
志
村
の
景
色
も
順
々
に
色
付
き
、
山
々
も
大
き
く

景
色
を
変
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
環
境
の
中
で
の
作
業
は
、
実
に
心
地
よ
く
、
自
然
の

中
で
生
活
す
る
事
の
有
り
難
み
を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
道
志
村

の
資
源
を
、
ど
の
よ
う
に
利
用
し
、
活
用
す
る
の
か
、
頭
を
巡
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

任
期
が
終
わ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

道
志
村
に
馬
耕
が

復
活
し
ま
す
！



広報どうし 426 号（15）

　別れ、出会い、桜、熊本地震、新緑、大型連休、住民健診、トレイルレースなどなど、ここ二ヶ月
ほどはバタバタした感がありました。６月に入り、日本全国、どなたにとっても、やや一段落といっ
たところでしょうか。非日常的なことや緊張状態が長く続くと心身のバランスが崩れてしまいます。
弛緩あってこその緊張です。上手に調整しましょう。
さて、下記カレンダーにもありますように、当診療所では上部消化管内視鏡検査（胃カメラ）を火
曜日の午前中に実施しています。胃カメラは予約制で、火曜の９時過ぎ～ 10時半頃は一般の診療よ
り検査を優先させていただいています。この時期は、健診後ということもあり、例年胃カメラの希望
者が多いようです。設備はほぼ最新ですが、物的・人的にも最小限の規模で運営していますので、火
曜の午前中に予約なしで来院された一般診療の方にはお待ちいただくこともあろうかと思います。な
お、検査の安全性を確保するため、電話での検査予約はご遠慮して頂いております。お手数ですが、
胃カメラを希望される方は来院の上でご相談ください。諸々ご理解の程よろしくお願いいたします。

診 療 所 だ よ り

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
6/1 6/2

午前中のみ診療

6/3 6/4
午前中のみ診療

6/5 6/6 6/7
午前：胃カメラ

6/8 6/9
つぼみっこ
13:30 ～ 14:30

6/10 6/11
休診

6/12 6/13 6/14
午前：胃カメラ

6/15 6/16
午前中のみ診療

6/17 6/18
午前中のみ診療

6/19 6/20 6/21
保育所健診
10:00 ～ 11:00

6/22 6/23 6/24 6/25
休診

6/26 6/27 6/28
午前：胃カメラ
乳児健診 14:00 ～

6/29 6/30
午前中のみ診療

・月始めには保険証の提出を
お願いします
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ご
ろまで胃カメラ検査になり
ます
・健診日は医師不在の時間が
あります
・第一・第三・第五の木曜日
と土曜日の診療は午前中の
みの診療となります
・第二・第四土曜日は休診で
す

6 月の予定

　第 8回道志村トレイルレースにご協力・ご協賛いただきありがとうございました。大きなケガや
事故もなく、大会が無事に終了しましたこと御礼申し上げます。
　当日の出走者数は、全体で 1041 名（ロング 823 名・ハーフ 218 名）でした。
　大会結果については、下記のとおりです。

【ロングコース（42.0㎞）】
出走者数：823 名
完走者数：482 名
完走率　：58.6％

◆下記ホームページで大会結果・入賞を掲載しています。
http://www.k-y-trail.com/doushi/index.html
◆大会の様子は下記ブログで掲載しています。
http://ameblo.jp/doshikanko/

【ハーフコース（20.4㎞）】
出走者数：218 名
完走者数：141 名
完走率　：64.7％

第 8回道志村トレイルレースにご協力ありがとうございました



平成 28年 6月１日（16）

募 集 種 目 募 集 人 員 資　　格 受 付 期 間
(締切日必着） 試 験 期 日 合 格 発 表 入 （校）隊 待 遇・そ の 他

航空学生

参考（27年度）
海 約 70 名

（うち女子若干名）
空 約 50 名

（男女の区分なし
※２）※１ 

高卒（見込含）
21歳未満の者

 ８月１日
 ～９月８日

１次９月 22日　　
２次 10月 15～ 20日
３次 11月 12日～　
　　　    　12 月 15 日

１次 10月 7日
２次（海）11月 9日
（空）11月 4日
最終 29年１月 23日

29年３月下旬
     ～４月上旬

入隊後約６年で
３等海・空尉

一般曹
候補生

参考（27年度）
陸 約 2,670 名

（うち女子約 200 名）
海 約 1,000 名

（うち女子約 40 名）
空 約 750 名

（男女の区分なし
※２）※１ 

18 歳以上
27歳未満の者

 ８月１日
 ～９月８日

１次９月 16・17日　
２次 10月 6～ 12日
※いずれか１日を
　 指定されます。

１次 9 月 30 日
最終 11 月 11 日

29年３月下旬
     ～４月上旬

入隊後２年９か月経過
以降選考により
３等陸・海・空曹

自衛官
候補生

男子

参考（27年度）
陸 約 5,530 名
海 約 850 名

空 約 1,300 名※１

18歳以上
27歳未満の者

年間を通じ
て行ってお
ります。

受付時にお知らせ
します。※５

合格発表日は試験日
にお知らせします。

採用予定通知
書でお知らせ
します。

所要の教育を経て、３
か月後に２等陸・海・
空士に任用。陸上（技
術系を除く）は１年９
か月、陸上（技術系）・
海上・航空は２年９か
月を１任期として任用
（以降２年を１任期）

女子

参考（27年度）
陸 約 570 名
海 約 100 名

空 約   80 名 ※１

18歳以上
27歳未満の者

 ８月１日
 ～９月８日

９月 23～ 27日
※いずれか１日を
　 指定されます。

11月 4日 29年３月下旬
     ～４月上旬

防衛大学校
学生

推薦

参考（27年度）　　　　　　　   　
人文・社会科学専
攻約 20名

（うち女子約５名）
理工学専攻約 80名
（うち女子約 10名）※１

高卒（見込含）
21 歳未満の、成
績優秀かつ生徒
会活動等に顕著
な実績を納め、
学校長が推薦で
きる者

 ９月５日
 ～９月 8日 ９月 24・25日 10月 28日

29年４月上旬
修学年限４年
卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

総合
選抜

参考（27年度）
約 40名

（うち女子若干名）
人文・社会科学専
攻及び理工学専攻
合わせて※１ 

高卒（見込含）
21歳未満の者
（自衛官は
23歳未満）

９月５日
～９月 8日

１次９月 24日
２次 10月 29日・
　　    　10 月 30 日

１次 10 月 14 日
　最終 11 月 25 日

一般
( 前期 )

参考（27年度）                     
人文・社会科学
専攻約 65名

（うち女子約 15名）
理工学専攻
約 235 名

（うち女子約 15名）※１

高卒（見込含）
21歳未満の者
（自衛官は
23歳未満）

９月５日
～９月 30日

 １次 11月 5・6日
 ２次 12月 6～ 10日

１次 11月 25日
最終 29年１月 20日

一般
( 後期 )

参考（27年度）                     
人文・社会科学
専攻約 10名

（うち女子若干名）
理工学専攻
約 30名

（うち女子若干名）※１

高卒（見込含）
21歳未満の者
（自衛官は
23歳未満）

29年１月 21　
　　～ 27日

 １次 29年 2月 18日
 ２次 29年 3月 10日

１次 29年３月 3日
最終 29年３月 17日

防衛医科大学校
医学科学生

参考（27年度）
約 85名

　　　※１ 

高卒（見込含）
21歳未満の者

 ９月５日
 ～９月30日

 １次 10月 29日・
　　　　10月 30日
 ２次 12月 14～ 16日

１次 11月 30日
 最終 29年２月 15日 29年４月上旬

修学年限６年
医師免許取得後
２等陸・海・空尉

防衛医科大学校
看護学科学生

参考（27年度）
約 75名
 ※１

高卒（見込含）
21歳未満の者

 ９月５日
 ～９月30日

 １次 10月 15日
 ２次 11月 26・27日

１次 11月 11日
最終 29年２月 3日 29年４月上旬

修学年限４年
卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

陸上自衛隊
高等工科学
校生徒

推薦 約 60名

男子で中卒 ( 見
込含 )17 歳未満
の、成績優秀か
つ生徒会活動等
に顕著な実績を
納め、学校長が
推薦できる者

 11 月１日
～ 12月 2日

29年１月 7～ 9日
※いずれか１日を
　 指定されます。

29年１月 18日
29年４月上旬 修学年限３年

卒業後は陸士長

一般 約 260 名
男子で中卒 ( 見
込含 )17 歳未満
の者

 11 月１日
 ～１月 6日

１次 29年１月 21日
２次 29年２月 2

～ 5日

１次 29年１月 27日
最終 29年 2月 17日

（注）１．※１：平成28年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。 (平成27年10月現在 )／２．※２：
航空自衛隊要員の採用数については男女の区分なく能力に応じて決定します。／３．※３：学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程（６年制の課程に限る。）
を修めて卒業した者（平成 29年３月卒業見込みの者を含む。）及び薬剤師国家資格に関する経過措置により、薬剤師国家試験の受験資格がある者のうち、学校教育法に
基づく大学院において、正規の薬学の課程を２年以上修め薬学修士の学位を受けた者に限ります。それ以外は 26歳未満となります。／４．※４：第１回で採用予定数
を採用した場合、第２回は実施しない場合があります。／５．※５：平成 29年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として
平成 28年９月 16日以降に行います。／６．※６：航空自衛隊の３次試験、２次及び最終合格発表は変更する可能性があります。／７．資格欄中の「高卒」は中等教育
学校卒業者を含みます。／８．応募資格年齢の起算日は、募集種目ごと異なっていますので、それぞれの募集要項で確認してください。／９．その他、詳細については、
それぞれの募集要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。／ 10．記載内容については変更される場合があります。

平成28年度自衛官等募集案内

※細部につきましては、下記連絡先等までお問い合わせ下さい。  
○お問い合わせ先    
・自衛隊山梨地方協力本部　甲府市丸の内 1丁目 1番 18号甲府合同庁舎　☎  055-228-6427



広報どうし 426 号（17）

　5 月 7 日から 10 日に 3 泊 4 日で、道志中学校 3 年生 11

人は、奈良・京都・広島へ修学旅行へ行ってきました。

　奈良や京都では，数ある日本の世界遺産や歴史的建造物に

触れ、日本古来から伝わる伝統や文化を肌で感じ、改めて日

本文化の素晴らしさや偉大さを実感しました。

　また、広島では、平和記念公園内で平和集会を行い、群読

や合唱をとおして、平和を創る

一員としての自覚や決意を抱く

ことができました。

　この修学旅行をとおして、クラ

スの団結力や絆がさらに強くな

り、11 人にしかないたくさんの

思い出を創ることができました。

学校だより　 道志中学校修学旅行特集

平和講話集会　原爆の悲惨さや身近な平和を創る一員としての
決意をしました。

京都名物の「うどんすき」　みんなで食べるご飯は、格段でした。
いつまでもこの世が平和でありますように…　
願いを込め、平和の鐘を撞きました。

京都自主見学　自分たちの力で京都の

地を散策しました。途中トラブルも

ありましたが、良い思い出です。

マグカップに絵付け体験をしま
した。良い思い出ができました。

自分たちで考えてきた修学旅行。
たくさんのことを学びました。

東大寺。大仏様の鼻の穴
と同じ大きさの穴を
くぐりました。

最高の思い出です。

世界文化遺産である宮島の地を訪れました。



ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
婚
姻
）

　

上
中
山　

渡
辺　

純
平
さ
ん

　

竹
之
本　

山
口　

智
美
さ
ん

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

　

川
原
畑　

佐
藤　

福
雄
さ
ん   　
　

90
歳

　

小
善
地　

佐
藤　

正
子
さ
ん　

   　

78
歳

　

上
白
井
平　

水
越　

嘉
光
さ
ん　
　

   

56
歳

　
（
4
月
届
出
）

慶

弔

Ｈ 28. ５. １現在　世帯数：622 世帯　人口：1770 人（男：902 人　女：868 人）※外国人住民含む

発行　道志村役場 〒 402-0209 山梨県南都留郡道志村 6181-1
TEL 0554-52-2111(代 )　FAX 0554-52-2572　URL http://www.vill.doshi.lg.jp/

この広報紙は、環境に配慮して
植物油インキを使用しています。

わが家のアイドル
池
谷
桃も
え
り
恵
李
ち
ゃ
ん
（
西
和
出
村
地
区
）

　

平
成
27
年
5
月
20
日
生

　

父　

譲
さ
ん　

母　

ま
す
み
さ
ん

私
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

照
れ
屋
さ
ん
♥

出羽選管委員長 選管連合会表彰を受賞

　5 月 17 日に行われました、山

梨県選挙管理委員会連合会総会に

おいて、多年にわたり選挙管理委

員として、各種選挙の適正な執行

管理に尽力された功績が認めら

れ、出羽公昭選挙管理委員長が表

彰されました。おめでとうござい

ます。

学童保育所のみんなでわらび採り

　4 月 28 日に、住民の方のご協力

をもらい、学童保育所の児童がわら

び採りを行いました。子どもたちは

袋いっぱいにわらびを採り、初めて

の経験に大喜びです。貴重な経験を

させていただいたお礼に、子どもたちは感謝の気持ちを伝えました。

道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

硬式空手円空会

　４月 24 日（日）小瀬武道館で行われた第

13 回甲信越硬式空手道選手権大会では、円空

会で参加した子供たちが輝かしい成績をおさ

めました。おめでとうございます。〈組手の部〉

幼児の部　優勝　加藤陽万／男子小学２年の部　優勝　

加藤景己／女子小学３・４年の部　準優勝　佐藤なごみ

春の五感の集い

　平成 28 年 5 月 21 日（土）午後 1 時から

室久保農村公園において、～春～五感の集い♪森の音楽会♪が開催されま

した。笛奏者であるオマタタツロウさんと森のオカリナアンサンブルによ

るオカリナ演奏に加え、参加者を交えたふるさと合唱、マイムマイム、笛

の演奏体験などすばらしい演奏会になりました。

　五感の集い は、村民の生涯教育事業の一環として、四季折々の景色を五

感で体験する目的で開催しております。年４回、春・夏・秋・冬の開催を

予定しています。村民のみなさまのご参加を心よりお待ちしております。


